
本牧D-4 CONPASトライアルについて
(2024/10/16～2024/10/29)

本牧D-4ターミナル
2024年10月10日



1

１．CONPAS トライアルの概要

・2024年10月、D4ターミナルはCONPASの実証実験に参加します。
概要については、以下のとおりです。

１．対象コンテナは輸入Reeferの引取りとします。

２．CONPAS予約は、1日下記3つの時間帯、それぞれ15本を上限として
最大45本の予約を受け付けます。

a) 9:00 ～ 9:03   15本
b) 10:00 ～ 10:03   15本
c) 10:57 ～ 11:00   15本

３．CONPAS予約は、前営業日14:00までとなります。
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２．CONPAS トライアルの狙い

・D4ターミナルにおいて、ある特定の日に輸入Reeferの引取りが集中し、大変
混雑する場合があります。

・特に、牛肉や青果などの食品関係についての引取りが、午前中に集中する時間帯が
あります。

・また、いくつかの場合においては、本船作業、植検作業などと重なってしまい、
ヤード内で⾧時間待機をお願いするケースがあります。

・CONPASを活用することで、このような状況を
緩和するべく、本実証実験に参加します。
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３．CONPAS トライアルの流れ

・今回の実証実験において、コンテナ搬出日前営業日14:00までに、CONPASで
予約をしていただきます。

a) 9:00 ～ 9:03   15本まで （引取可能時間 8:30～9:33）
b) 10:00 ～ 10:03   15本まで （引取可能時間 9:30～10:33)
c) 10:57 ～ 11:00   15本まで （引取可能時間 10:27～11:30)

・D4ターミナルでは、14:00にCONPASの予約を確認し、同日16:30までに
事前荷繰りを実施します。

早い時間帯のもの
を上の段に。

遅い時間帯のもの
を下の段に。
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４．CONPAS トライアルで検証する事項とお願い

・事前荷繰りを実施することで、搬出日当日の荷役作業がどの程度
効率化されるのか検証いたします。

（輸入コンテナ搬出のための荷繰りをゼロが目標）

・コンパス予約を頂いたお客様のコンテナについては、搬出日当日の
本船作業、植検作業と重ならない位置に事前荷繰りを行うことで、
ヤード内待機時間の短縮効果がどれほどか検証いたします。

・お客様にCONPAS実証実験に参加頂く
ことにより、初めて検証が可能となります。
多くのご利用をお待ちしております。



5

５．待機レーン進入について
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６．ご参考資料


